
1る7(草月

一
一
で
五
億
で
完
成

昭
和
一
一
一
十
七
年
度
か
ら
四
カ
年
に
、

臨
銑
と
市
双
方
か
ら
一
一
掃
幅
五
平
万
同
の

工
問
闘
争
品
目
じ
て
建
設
中
だ
っ
た
文
佑
踏

切
立
体
支
援
新
設
工
惑
は
、
当
初
の
街

路
工
籾
ど
お
D
完
成
、
八
月
二
十
八
宿

加
藤
市
長
が
中
央
地
下
妻
}
命
名
、
テ

ー
プ
を
切
っ
三
附
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の

完
成
式
典
は
、
地
下
道
北
側
入
口
で
行

な
わ
れ
、
黙
と
市
や
酪
鉄
磁
係
者
多
数

事
如
、
い
」
の
ヱ
講
義
主
主
た
前

市
長
戸
川
貞
雄
氏
も
出
席
、
広
報
車
問

先
導
す
義
的
弱
め
パ
レ
ー
ド
に
議

し
て
い
ま
し
た
。

醐
開
通
し
た
中
央
地
下
道
は
、
編
問
問
十

五
@
玄
同
州
、
延
長
山
一
一
一
日
間
間
十
七
日
目
、
問

五
日
引
勾
留
で
、
間
闘
鉄
東
海
遂
本
線
と
平

塚
駅
構
内
で
交
鐙
し
た
も
の
。
鰯
問
問
六

e
五
討
の
車
道
(
二
車
線
〉
と
一
号
川
繍
福
岡

の
拶
道
一
一
本
が
つ
き
、
一
回
一
一
千
台
以

上
の
車
両
が
時
速
五
十
J
で
通
過
す
き

ま
す
。

ζ
の
中
央
地
下
道
ま
と
も
に
、

海
岸
の
国
道
平
田
一
一
一
十
四
号
線
(
機
開
閉
ド

ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
〉
か
ら
、
国
道
一
号
線

東
海
道
を
経
て
、
主
裂
地
方
道
義
昭
#
績

や
伊
勢
同
開
線
に
接
続
す
る
延
長
一
千
二

百
対
の
海
岸
潟
伸
縮
も
ほ
ぼ
完
成
を
み

る
に
議
h
u
ま
し
た
。

立
体
古
思
議
以
前
の
文
佑
踏
切
D
H
M
道

は
ば
山
一
了
六
日
目
、
し
か
も
一
方
通
行
で

一
臼
の
し
ゃ
断
邸
数
は
一
一
沼
託
子
弱
、

聞
出
止
時
閣
は
遜
鈎
九
時
鮪
に
も
及
び
、

あ
か
ず
の
踏
切
り
と
し
て
、
市
内
変
通

の
ガ
ン
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
央
地
下
道
を
中
、
ム
い
と
す
る
新
説
の

漏
出
陣
痛
仲
線
問
、
市
街
地
争
吊
央
で
従

新
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
箆
銑
の
南
北

の
迎
絡
を
一
一
一
カ
所
m
H簡
切
D
に
た
よ
っ

て
い
た
事
情
は
一
変
し
、
臆
紫
経
済
の

発
展
と
防
災
な
ど
に
も
好
影
響
を
及
ぼ

す
も

φ
と
み
ら
れ
ま
す
。
門
司
議
よ
・

多
敏
の
市
民
の
見
ま
も
る
な
か
型
地
下

道
の
と
お

8
初
め
が
行
な
わ
れ
た
・
E-

河
内
は
命
名
す
る
賠
袋
同

A
M
V
 

A
M
V
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早瀬点訳理仕食会長

盟泰銑さん

ベ

i
Jン

醐醐
2
・
公
密
防
比
、
大
野
+
磁
波
島
区

の
祭
閉
山
停
広
柏
市
除
‘
慰
鍾
繕
懇
話
相
開
向

調帥世一盟
3
・
間
開
識
の
濁
渡
酒
臨
酬
は
じ
ι
ま

る
‘
保
険
の
引
き
ょ
げ
爽
施
、
務
弥
一

瞬
間
、
関
連
ポ
ヌ
タ

i
人
選
出
押
な
と
‘
鰐

4
5
5
・
夏
休
み
の
畿
の
バ
ト
ロ

i
ん

か
ら
‘
山
Y
胸
骨
野
球
大
会
‘
納
税
制
鵬
告
の

す
ム
め
、
と
し
よ
り
町
田
、
市
民
夜
祭

入
選
押
な
ど
、
密

6
・
と
み
の
持
ち
出

し
に
乱
れ
‘
漁
協
援
線
表
彰
団
体
、
醐
開

少
年
静
的
劉
舗
な
ど
、
圏
7
・
予
防
注

射
キ
シ
チ
ン
カ
i
巡
砲
、
栢
線
療
内

ロ
ー
カ
ル
使
な
ど
‘
醐
醐

8
・
間
的
ひ
ろ

ば
.
判
明
平
田
時
国
同
+
路
右
人
口
療
な
ど
。



事
業
主
剤
、
設
備
、
作
策
等
の
事
前

届
け
山
田
号
、
法
問
ど
お
D
に
行
な
え
ば

立
ち
入
D
一
検
査
や
、
知
事
の
「
公
告
発

信
防
止
措
殴
命
令
」
「
公
容
防
止
の
勧

告
」
「
公
密
防
止
措
留
の
命
令
」
な
ど

一
巡
の
措
隠
に
よ
っ
て
、
公
静
岡
姐
生
は

さ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
い
え
、
そ
れ

だ
け
に
、
無
届
け
行
為
は
反
社
会
的
な
一
建
議
山
間
約
一
千
万
円
で
八
四
楠
山
公
開
幽
一
福
祉
事
務
所
で
は
、
盛
名
簿
の
作
成

犯
罪
と
し
て
資
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
一
に
建
設
す
る
平
岡
部
市
駒
山
問
者
録
鑓
磁
抗
日
一
帯
備
に
は
い
D
融
制
山
問
者
名
簿
の
鑓
践
を

い
え
ま
し
ょ
5
0

一
(
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
井
桁
一
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
遺
族
会
に
入
会

改
定
後
の
公
害
防
止
措
例
に
よ
っ
て
一
説
み
・
ア
ゼ
ク
ラ
式
。
高
さ
十
九
M
)
一
し
て
い
な
い
方
や
、
毎
年
行
な
っ
て
い

事
前
に
県
知
事
に
届
け
出
、
そ
の
許
可
一
は
、
市
民
の
沖
山
闘
を
つ
の
b
な
が
ら
、
一
る
慰
霊
祭
の
滋
知
が
と

εか
な
い
入
が

を

εbっ
け
ね
ば
な
ら
な
い
設
備
・
作
一
七
月
一
一
一
十
日
潜
ヱ
し
ま
し
た
。
明
治
以
一
あ
っ
た
ば
あ
い
は
、
歪
滋
連
絡
を
い
た

業
は
次
の
と
お
D
で
す
。
一
何
回
鍛
に
刷
ひ
た
戦
時
者
と
戦
争
犠
牲
一
室
d

た
い
と
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

一
門
設
備
M

①
容
認
0
・一ニ平方
M
M
以
一
審
二
千
余
柱
を
ま
つ
b
、
平
塚
市
民
の
一
ま
た
、
平
販
車
一
一
鶴
ポ
ど
に
ぶ
っ
て
苑

様

車

商

工

擦

は

、

君

事

防

止

一

上

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

プ

一

フ

ン

ヒ

②

一

率

直

願

い

を

あ

ら

わ

ず

い

」

の

霊

一

亡

し

た

戦

争

犠

牲

者

も

ま

つ

る

予

定

で

条

例

に

重

し

て

機

械

の

語

、

豊

一

鍛

造

機

、

議

幸

俊

泊

す

る

砕

石

一

港

の

塔

内

霊

祭

警

は

、

露

名

簿

を

つ

一

霊

名

簿

か

ら

も

れ

な

い

よ

う

遺

族

の

濁

世
行
な
っ
た
D
、

無

許

可

の

裏

道

一

機

、

④

動

力

重

用

す

る

じ

ゃ

良

選

一

く

っ

て

安

留

す

る

富

で

す

0

5

京
市
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

口

し

て

い

る

土

寝

室

亘

書

遺

言

語

、

富

力

2
2
1
j一
議

欝

額

璽

欝

警

J
三
%
)
一
一
一
…
や

し

て

、

無

許

可

爆

禁

発

覚

す

る

と

機

用

い

る

注

覇

、

⑮

動

力

0

・

七

五

一

へ

灘

欝

鶴

醸

麟

鶴

綴

繋

穆

愛

一

つ

ん

一

:

げ

¥

心

掛
の
使
用
室
主
r

強
い
処
分
筆
け

J
匂
以
上
を
用
い
る
動
力
の
こ
ま
一
一
一
瞬
襲
撃
襲
撃
選
竺
嘉
数
妻
子
一
二

十
、

J

襲

撃

襲

撃

緩

鰯

機

械

対

J
J
J
)

繁
一
AF一
譲
歩
子
、
、

宕

さ

に

な

る

書

し

て

い

ま

す

。

機

望

ま

た

は

詰

動

カ

去

か

ん

告

な

議

盤

。

一

寸

hJ三ん三
Jν
饗

嬢

欝

欝

磯

欝

繋

麗

路

竺

;J川

f
藍

ペ

神

禁

由

奈

胴

川

川

川

四

娘

隅

は

昨

年

の

笠

六

ハ

父

月

「

辺

公

窃

の

門

程

作

業

蓋

凶

①

隠

嬰

占

さ

口

ο?.五J

誌ポ訂詳M
M川
以
以
上
主
一
〈
ぷ
陶
駿
:
之

2:ツ之

4:三三ZF♂

4三

防

E止

悲

に

関

雪

ナ

芸

る

柔

義

条

語

雪

例

塑

」

市

芸

喜

釜

量

綴

露

的

に

語

改

の

詩

材

料

喜

書

い

量

る

是

夜

雲

金

宮

ま

晃

穴

在

は

語

鋭

繁

か

ス

一

譲

一

一

ぺ

(

ぎ

〓

正
青
しk、
公

害

発

生

の

護

防

止

を

ね

ら

ん

宮

署

長

長

一

一

議

韓

議

審

議

よ

い

J
l

主

主

主

許

可

望

号

室

〈

建

設

現

弱

警

の

一

γ

ト

ー

)

購

鵜

警

淀

川

一

郎

、

別

演

に

掲

げ

た

誕

備

を

行

な

っ

た

き

)

、

。

鋼

製

紛

舶

の

霊

ま

た

一

一

J

欝

欝

欝

欝

藤

議

察

一

J

ぺ
警
科
一

i
iの浅
草

鵠

に

譲

事

案

、

必

署

員

一

議

欝

j
L三JJL
いえ

v

神

奈

川

県

知

事

の

許

可

毒

な

け

れ

ま

一

守

一

の

磁

器

や

署

員

露

戦

ιす
る
一
機
藤
議
欝
欝
麟
勲
章
ん
に
い
ん
人
列
挙
以
密
輸
畿
、

な
ら
な
い
と
し
ま
し

Z
E、

U
一
寄
の
発
議
時
十
分
な
か
ま
え
を
一
神
奈
川
県
公
害
防
止
条
理
工
場
一
に
神
奈
川
蓄
に
緩
詰
て
そ
の
許
一
械
の
使
用
語
策
の
ま
審
理
知
一
飼
料
豊
島
造
加
工
作
業
、
@
一
機
騒
麟
麟
欝
紛
糾

VVJF/ν

一

れ
に
車
喜
一
一
十
一
重
量
殺
講
一
部
寵
し
効
果
塞
げ
℃
き
て
い
ま
ナ
一
事
業
場
喜
李
る
騒
音
量

E得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
一
望
与
え
て
い
る
ほ
か
、
違
反
者
語
一
震
の
な
め
し
作
業
c

一

一

麟

機

鱗

麟

麟

欝

ヂ

ル

ル

r
c

十九手
(
v
f一十

一
一
言
語
携
に
つ
い
て
も
、
知
事
一
守
、
重
義
の
普
及
福
底
を
一
汚
水
・
護
・

2
・

3
・
4
の

詰

ぎ

を

長

い

お

に

対

ナ

え

す

る

苦

言

く

し

で

い

そ

一

一

襲

撃

襲

襲

撃

警

察

γ一
い
と
お
童
謡
?
と

一
b
た
き
ら
い
が
あ
そ
い
ぜ
ん
一
部
一
ス
・
呉
気
な
ど
の
公
害
守
防
止
し
て
二

i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
i
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
l
l
l
l
i
l
l
i
i
l
l

一

語
一
け
出
る
べ
き
鋳
務
を
課
長
、
公
一
に
、
無
許
可
・
襲
け
の
も
の
が
あ
る
一
よ
い
語
翼
等
呉
襲
の
儀
会
一

t

一

襲

撃

刊

行

aiE…
録
会
妻

調
講
一
院
は
控
訴
は
一
説
明
日
錯
誤
読
一
議
日
り
事
上
持
金
一
騒
乱
針

盤
時
計
轄
す

3
2
i
s一

い
き
に
努

;
iいと
一

礎

亙

丑

騨

れ

日

間

島

監

品

監

融

持

税

関

一

盤

会

臨

時

会

@

名

誉

問

毘

覇
鶴
離
ボ
欝
一
防
止
条
例
ゃ
、
公
穫
の
議
事
堂
一
裏
付
け
て
い
ま
す
o

一

号

/

開

4
E
i
A
i
!
J
S嘗
費
F
軒

r
p

一
鱗
融
機
語
、
名
管
室
町
称

離

静

麟

凶

一

鶴

一

く

研

号

、

市

蓄

積

ヱ

録

公

害

係

と

一

こ

の

た

め

に

ぷ

条

例

は

燥

挙

る

一

一

瞬

一

議

雲

故

河

野

一

郎

氏

に

離
輸
龍
一
パ
推
計
詩
♂
し
返
し
一
語
控
坊
は
地
問
一
路
舗
搬
一
一
一
共
平
塚
工
場
も
着
工
へ
一
離
即
時
町
長
日

一

一

例

の

一

部

改

正

案

、

学

旅

域

の

一

部

佼

昨
年
、
疑
似
患
者
事
含
め
て
市
内
に
予
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
…

1
1
i
t
s
i
s
-、
3
3
1
i
z
-
-
s
!
3
t
!
i
z
-
-
i
!、、、
2
1
3
i
!」
一

一

裂

な

ど

を

護

六
人
も
の
震
を
み
た
日
本
脳
炎
粍
①
十
分
に
寵
雪
量
探
し
喜
一
一
経
済
露
覇
気
話
題
の
た
め
悪
一
一
一
十
八
年
以
来
登
記
が
宣
さ
れ
て
い
た
大
一
一
内
に
は
市
街
地
他
の
激
し
い
流
れ
が
あ
一
一
a
e
o
l
i
-
-

一

を
し
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
ひ
と
D
に
飲
霊
脅
し
な
い
い
と
予
言
は
一
一
聖
地
改
良
認
内
の
土
器
、
八
月
十
日
言
っ
て
護
世
帯
禁
事
、
蓄
の
一
停
止
が
解
…
一
U
、
大
手
一
一
一
一
共
護
主
義
ヱ
舗
な
一
一

8
月

と
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
関
東
外
で
一
禁
事
調
子
意
ぷ
る
な
ぎ
一
一
除
草
た
。
し
た
が
っ
て
み
後
健
一
般
の
豊
島
織
の
手
続
ぎ
で
銭
記
す
る
い
ヤ
と
が
で
一
一

ι君
主
、
登
記
解
除
と

εも
に
、
一
の
歩
道
需

一

き

る

」

と

発

議

し

ま

し

た

。

山

一

改

良

区

内

の

一

一

一

O
析
に
近
い
土
地
が
工
一

地
方
は
依
然
発
…
:
;
j
o
l
l
i
-
-
i
l
-
-
{
規

則

疋

し

い

袋

一

町

，

一

一

i

i

l

i

l

i

-

-

i

1

L

一
揚
用
地
や
宅
地
な
ど
に
疋
式
に
転
…
雪

量

な

譲

…

9
/

鴻

討

議

で

あ

一

一

環

を

い

た

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

し

て

一

れ

る

き

に

な

る

コ

(

段

襲

警

と

れ
れ
れ
時
間
…

i
J

…

3
5一
転

用

土

地

す

で

に

一

一

一

O
%

一本年
λ
月
十
町
蓄
の
唱
し
讃
え
章
一
い
わ
れ
ま
す
。

U
許「
1
/

戸
さ
在
い
よ
5
一

一

が

完

了

し

て

蓄

T
B除
と
な
り
一
妻
、
霊
的
大
量
に
沿
っ
ち
珂

続

出

一

議

船

Y
一
に
注
認
す
る
よ
空
襲
民
事
業
関
飽
和
一
一
十
一
織
の
藷
・
排
水
路
の
新
設
改
良
品
一
遣
に
登
記
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
童
館
あ
と
の

i
i収

t
必ヂ
/
-
A沼
崎
一
九
年
八
月
毒
震
を
設
立
、
組
合
一
地
帯
の
き
し
な
ど
露
畑
作
豊
島
で
す
。
一
き
め
て
い
さ
一
共
株
式
会
社
長

く
に
次
起
で
…

dNW

日
章
、
殺
珪
骨
一
員
一
番
六
十
妻
、
総
富
一
一
言
一
一
一
の
構
造
ぞ
一
変
し
て
一
一
一
十
七
年
九
喜
一
誌
に
よ
っ
て
大
野
の
ほ
ぼ
全
域
に
一
議
)
は
、
苦
手
奇
四
千
主

注
意
必
要
…

j
i
l
l
i
t
-
-‘a
l
i
a
-
i
i
…

の

霊

を

し

て

一

土

谷

、

暗

数

五

千

言

ハ

十

五

唖

、

一

主

苦

手

、

沼

和

一

一

工

芸

器

一

一

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ぃ
童
手
お
く
べ
き
有
③
予
防
毒
脅
し
て
一
翼
塁
手
九
回
一
一
千
万
円
高
壁
一
会
、
一
一
千
八
年
一
月
に
燥
地
処
分
の
割

ど
も
に
多
い
と
さ
れ
て
い
た
塁
襲
雪
量
奇
芸
奇
平
塚
で
一
般
に
わ
た
る
区
調
踏
泌
を
行
な
っ
た
一
河
童
け
、
軍
一
一
一
月
上
望
書

問
、
豊
は
委
主
主
義
生
し
は
ず
で
に
実
施
ず
み
で
あ
る
む
一
雨
量
大
級
空
襲
量
弟
。
沼
和
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
っ
て
改
良
区
由

て
お
D
二

五

銭

を

つ

け

義

援

が

あ

一

一

千

宣

告

工

事

に

か

か

D
、
喜
一
空
襲
撃
雪
景
停
止
さ
れ
、

昭和40年 2月15釘 (2) 
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第 167号

実

本

発
足

〈第3種郵便物認可〉

今

月

二

か

ら

調

査

活

動

十
月
五
、
会
闘
い
っ
せ
い
に
国
勢
一
し
た
主
主
書
記
入
し
、
提
出
に
一
え
重
要
な
費
税
と
Z
Dま
ず

。

二

i
j
i
-
-
-

撃
が
行
な
わ
れ
ま
ナ
。
襲
撃
吐
一
鍛
え
て
く
さ
い
。
一
前
回
の
臨
勢
調
査
(
一
一
一
十
五
時
)
の
一
“
人
口
懸
賞
募
集

五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
菌
の
も
っ
正
一
今
回
の
盛
易
関
査
で
は
、
罷
蜜
の
徳
一
と
き
の
総
人
口
は
九
千
一
一
一
百
四
十
二
万
一

r
i
-
-
j
i
-
-
-
i
b

軍
務
本
的
な
統
計
調
査
で
、
金
箆
は
忠
一
果
を
皐
く
知
る
た
め
に
「
先
学
式
齢
取
一
入
、
今
回
の
一
鶴
査
の
結
束
で
は
四
百
五
一
国
務
時
に
お
け
る
平
塚
市
の
人
口
を

ち
ろ
ん
、
都
道
府
泉
、
富
村
の
人
口
一
義
盟
」
と
い
最
重
機
と
醐
字
計
一
十
万
人
治
史
支
出
自
万
人
台
に
の
ぼ
一
懸
賞
募
集
し
ま
す
。
底
部
の
行
な
わ
れ

や
男
女
、
年
令
、
麟
撲
な
ど
の
人
口
構
一
算
機
を
使
っ
て
一
部
財
閥
の
半
分
め
期
弱
一
一
一
る
と
亨
一
怨
宮
れ
て
い
ま
ナ
o
国
勢
鏑
査
一
る
十
月
一
日
の
〉
婆
〕
の
平
岡
部
抽
出
の
人
口

成
場
事
り
か
に
す
る
も
の
、
今
一
回
の
四
一
十
カ
月
で
築
訟
を
完
了
す
予
と
い
わ
れ
一
平
塚
市
祭
脚
本
邸
で
は
、
十
月
一
門
口
の
一
は
何
人
で
し
ょ
う
か
?
ど
亘
ぞ
み
な
さ

十
年
箆
勢
調
議
は
7
大
正
九
年
の
第
二
ま
す
。
国
勢
調
査
の
一
緒
渠
は
、
簡
や
都
一
予
想
人
口
を
懸
賞
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
ん
で
応
募
し
て
今
く
だ
さ
い
。
応
募
援
額

留
か
ら
数
え
て
ち
ょ

5
E十
慰
問
に
あ
一
道
府
県
、
市
町
村
の
、
教
育
、
住
宅
、
瑛
一
こ
の
べ

1
?に
募
集
嬰
踊
闘
が
あ
h
uま
ナ
一
次

φζ
お
D
。

た
hvま
ナ
。
一
境
衛
生
、
地
域
間
開
発
、
受
溜
一
な
と
い
ろ
一
か
ら
、
翻
資
療
の
回
出
入
と
い
っ
し
ょ
に
一
円
v

官
邸
は
が
き
に
僚
勢
調
査
予
蕊
人
口

平
田
都
市
で
は
下
総
務
部
庶
務
課
内
に
一
い
ろ
な
踏
襲
に
対
策
を
た
て
て
い
く
5
一
ど
亘
ぞ
ご
応
募
て
だ
さ
い
。
一
住
所
・
氏
名
・
年
令
お
よ
び
織
強
争
時
明

国

勢

調

査

実

施

本

部

〈

本

部

長

飴

木

町

一

倍

し

て

平

岡

部

新

宿

一

六

八

平

田

都

市

役

午

前

役

)

由

主

設

け

、

六

百

二

十

の

調

査

蕊

に

一

内

実

施

本

部

あ

で

郵

送

の

こ

ξ
。

伺

犠

の

翼

民

争

動

員

し

て

、

九

月

一

一

一

霊

童

謡

は

、

市

民

主

は

市

内

に

十

四

臼

か

ら

一

週

間

内

に

調

査

裂

の

間

一

競

勤

・

通

学

ナ

る

者

で

あ

る

一

こ

と

、

溜

布
を
行
な
い
、
各
世
帯
の
記
λ
を

求

酌

…

動

、

遜

学

者

は

勤

務

先

学

校

名

宇

品

目

担

た

の

ち

、

十

月

一

闘

か

ら

一

一

一

白

ま

で

の

す

る

い

泣

〕

O

唱
に
調
褒
禦
mu由
収

を

行

な

ゥ

て

、

+

マ

締

め

切

D
は
十
月
一
日
(
当
日
明
間
印

月

七

自

に

は

会

務

査

察

亭

燥

に

提

出

す

の

あ

る

も

の

は

有

効

)

る

針

滋

で

す

。

暦

勢

調

査

は

、

会

図

的

マ

入

賞

・

十

二

月

広

報

紙

上

に

発

表

、

なベ

1
ス

で

実

施

集

計

し

て

い

く

た

酌

一

等

一

万

丹

、

一

一

等

一

一

一

千

向

、

一

一

一

帯

一

一

計
闘
ど
お
h
u
の

作

業

が

強

く

求

め

ら

れ

千

円

各

一

名

。

ま
す
。
調
査
員
が
調
査
察
を
岳
町
露
し
会

ザつらて〉誤報

時

0
・
:
四
十
一
一
年
と
う
一
夜
骨
骨
や
ぷ
で
硯
か
し
十
婦
の
な
い
僕
の
忠
子
洩
に
は
「
そ
れ
、
を
た
の
む
」
岩
本
替
は
、
部
範
学
校
の
肉
期
生

番

一

m
m
x
E〈
九
月
串
い
火
事
詩
こ
ら
な
か
っ
た
。
襲
だ
。
」
と
ど
な
っ
て
も
、
何
と
こ
れ
は
孫
子
の
重
で
あ
る
が
、
で
あ
る
o

不
暴
走
、
校
長
に
な

れ

れ

て

g
q聖
書

、

豊

事

親

書

手

で

銭

高

じ

な

い

ら

し

い

。

ま

さ

に

警

で

あ

る

。

こ

の

震

か

っ

た

の

も

一

緒

で

あ

そ

県

教

職

員

制
弘
一
と
っ
て
忘
れ
君
父
の
救
助
陣
普
通
め
ら
れ
た
ο
ベ
池
宮
い
つ
起
る
の
か
、
現
在
の

E、
市
の
防
災
態
勢
を
か
た
め
、
そ
霊
を
や
め
て
、
市
の
書
授
に
な

J
一
関
東
大
震
災
の
起
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
た
痛
ま
し
い
怨
父
撃
の
力
で
は
予
知
で
き
な
い
。
地
の
万
全
車
し
て

J

、
あ
ら
ゆ
る
語
っ
た
僕
の
後
任
と
し
て
豊
富
め

弘
ム
一
ぎ
た
臼
で
あ
る
。
量
が
費
去
、
僕
は
遺
骨
量
震
が
起
き
た
場
合
に
、
襲
撃
よ
か
ら
し
市
侵
害
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
号
、
市
立
襲
撃
が
限
に
移
管

』

K
L
i
童
小
学
校
〈

D
す
が
っ
て
、
さ
安
易
と
泣
い
た

D
火
災
に
よ
る
被
容
の
方
選
か
に
決
事
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
に
な
る
と
、
生
み
の
親
、
震
源
治

‘

.

現

、

繰

替

小

学

校

校

長

か

ら

パ

ト

ン

を

受

け

て

こ

代

自

詩
針
路
五
時
志
れ
得
埠
盟
十
二
年
離
の

S
ょ

う

と

れ

れ

ん

で

、

2
2

E
襲

爵

し

た

後

、

警

護

で

弁

護

の

一

経

営

を

貿

っ

て

六

年

、

関

蕗

当

の

露

ひ

ろ

一

定

途

端

、

ド

カ

ン

鐘

驚

弓

u
戸
高

λ

弘北
wら
は
諸
諸
靖
一
¥
〈
勺
ゐ
r
f
，r

プ
か
宅
つ
計
量
滋
約
哲
に
、
学
護
校
の
量
毅
襲
糠
翼
苅
翼索

と
主
来
た
セ
。
滋
げ
宮
る
限
電
も
な
守
く
床
在
に
投
鱒

Zさ
5れη
空
、
二
一
警
瞬
哲
に
し
主
て
丈
(
校
校
著
舎
意
が
話
滋
噌
滋
弘
弘
》
手
匙
髄
警
ユ
続
医
ぷ
斜
詩
司

s講醐
γ七，1や
¥
〉
?
〆
申
小
努
努
力
翼
つ
ぞ
て
、
奇
舎
臼
号
で
は
詩
内
容
奪件

れ
、
天
葬
弁
史
い
量
鍵
の

Z毒に
号
な
雪
つ
鰭
輯
伊
苧
草
織
鱒
欝
鞠
騒
麟
麟
臨
麟
輯
輯
麟
騨
欝
騨
審
融
、
、J

い
ぺ
一
一
一
却
銀
?
と
主
も
に
長
量
え

?2コ
員
な
員
県
童

て

て

、

身

勤

聖

き

が

富

出

襲

束

霊

な

く

な

っ

ち

(

、

機

構

制

寵

議

開

閣

轟

轟

轟

轟

轟

舗

と

-
Z

校
に
仕
上
げ
た
o
現
在
、
生
徒
主

学

校

記

留

藤

樹

木

監

室

人

襲

撃

難

問

態

樹

監

輔

副

襲

撃

:
:
e

竺

品

開

児

暴

足

感

義

わ

っ

て

い

る

が

、

選

単

く

か

け

つ

け

て

、

塁

手

轟

饗

喝

¥
J趨
鯖

灘

離

婚

溜

翠

轟

輔

関

噂

議

関

麟

〕

勝

s

七
三

R
m

こ
れ
は
全
く
岩
本
君
の
撃
の
賜
に

時
い
刊
誌
刊
誌
欝

L
K鐸
議
議
議
舗
と
l

一
一
記
謀
長
持

療
が
抽
出
さ
れ
て
い
た
街
な
か
を
、
燐
調
書
目
自

!
;
3
2よ
い
し
喜
善
悪
事

S
E
a
z
i
i喜
善

3
5
2
i事
も

忘

れ

て

は

な

ム

〆

な

い

。

の
リ
ヤ
カ
ー
に
策
せ
ム
ピ
れ
て
帰
宅
し
盤
か
ご
才
で
尚
一
線
を
亡
く
し
た
一
大
き
い
。
地
問
聞
が
起
き
た
ら
、
火
事
×
×
×
撲
は
市
民
と
共
γ旬
、
心
か
ら
岩
本

て
み
る

ι、
母
屋
主
裁
も
金
鍾
し
粒
趨
の
警
、
老
い
た
祖
父
母
啓
」
遣
さ
ぬ
不
街
m
V
U掛
け
が
肝
心
で
高
(
九
主
自
〉
の
新
閣
に
然
窓
露
か
し
い
業
績
を
た
た
え
、
平

ていよた
6

畿
の
中
に
は
、
八
十
四
才
ょ
な
く
可
愛
が
っ
て
湾
て
て
く
れ
た
あ
ろ
う
。
立
高
浜
潟
校
の
岩
本
一
雄
校
長
の
勇
塚
を
最
後
に
去
杓
争
く
お
に
感
抽
出
の

に
な
る
祖
父
が
入
っ
た
ま
ま
、
呼
ん
押
診
に
、
悲
し
い
罰
援
は
今
で
も
、
天
災
一
は
遜
げ
ら
れ
な
い
。
だ
が
災
還
が
報
ぜ
ら
れ
た
。
教
育
界
に
身
を
的
手
を
お
く
る
も
の
で
あ
る
。

で
も
応
え
が
な
い
の
だ
と
、
組
母
は
ま
ぶ
た
に
比
定
し
く
よ
み
が
え
っ
て
警
は
あ
る
程
度
避
け
ら
れ
る
。
天
災
投
じ
て
四
十
一
一
年
閥
、
こ
@
埴
一
筋
(
昭
和
四
0
・
九
二
〉

お
ろ
お
ろ
し
て
い
る
。
余
鍵
は
絶
え
く
る
の
だ
。
、
法
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
「
来
に
止
喜
)
-
ぬ
い
た
岩
本
君
に
、
心
か
ら
市
長
加
藤
一
太
郎

関
守
、
続
く
。
不
安
の
中
に
ご
己
当
地
震
の
恐
ろ
し
き
は
、
そ
の
経
験
た
ら
ざ
る
を
た
む
ま
ず
、
得
つ
あ
る
敬
惑
を
一
表
し
た
い
。

保
険
税
の
一
一
一

O
M河
引
き
上
げ
実
擁

四
押
は
木
可
能
マ
、
変
額
の
財
源
を
一
般

会
計
か

ι品
開
先
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

さ
い
わ
い
保
険
討
の
約
税
は
納
期
内
に

九
九
祈
以
上
と
い
5
金
問
有
数
の
成
績

で
あ
h
u、
こ
れ
か
強
い
支
え
だ
。
ま
た

来
年
は
給
付
内
容
の
敬
習
を
存
な
う
よ

5
計
顧
問
な
さ
れ
て
お
D
、
家
族
も
役

帯
主
同
よ

5
七
郡
給
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
ろ
5
。
今
回
の
保
険
税
の
お
も
な

敬
一
北
点
は
次
φ
と
お
D-e-

保
険
却
金
銀
は
ご
今
回
の
溺
税
措
媛
一
の
拍
間
続
税
は
輔
副
涙
に
つ
い
で
、
県
下
で
一
1
、
平
均
一
}
1
u
fの
引
き
一
よ
げ
を
行
な

に
つ
い
て
次
の
説
明
ぞ
行
な
っ
て
い
ま
一
一
一
務
両
国
の
低
疫
に
す
え
お
い
た
ま
と
っ
ち
し
か
し
、
一
車
一
一

δ
析
で
は

ず
。
一
い
ま
ま
で
き
た
が
、
思
傑
財
政
の
一
態
佑
一
な
く
、
所
得
に
対
す
る
授
職
割
合
を

門
保
険
却
金
制
問
〕
こ
の
紙
上
で
も
度
理
一
回
限
度
へ
き
て
、
今
回
の
増
税
と
な
っ
一
箆
視
し
、
憾
所
得
議
や
大
家
族
に
十

日
河
野
氏
し
の
ぶ
君
事
的
う
ち
に
却
陳
情
長
札
、
竺
ね
て
一
説
明
を
行
な
っ
て
き
た
よ
ヨ
に
よ
だ
し
か
し
、
引
き
上
げ
て
も
一
喜
一
分
善
悪
払
っ
ち
ま
た
、
九
万

名
誉
市
農
都
時
過
様
式
河
野
氏
の
令
題
洋
平
氏
に
名
誉
市
民
称
一
医
療
費
の
草
々
の
熔
大
と
、
関
係
加
入
一
平
均
七
千
円
で
、
県
下
の
水
準
よ
担
?
一
将
来
摘
の
所
持
者
に
対
し
て
六
O
V引

市
は
、
九
月
古
田
市
民
セ
ン
タ
ー
に
号
認
を
贈
り
ま
し
た
。
ζ
の
日
永
聞
雅
一
者
の
他
社
会
保
険
へ
の
流
失
と
の
板
ば
一
っ
と
煩
い
。
一
の
減
額
、
九
万
円
以
上
で
も
、
世
格

名
世
田
市
民
称
時
泊
繍
式
な
ら
び
に
銭
河
二
〈
酬
明
社
長
と
解
論
家
大
田
百
社
)
氏
が
一
さ
み
に
あ
っ
て
、
保
険
説
の
平
均
一
一
一
O
一
今
回
の
引
き
上
げ
に
よ
る
新
規
則
財
源
一
鼠
ひ
と
D
に
つ
い
て
二
万
五
千
河
、

雪
如
氏
を
し
の
ぶ
会
を
開
催
、
窓
会
故
人
を
し
勺
蔀
演
を
打
な
い
を
た
一
志
望
上
げ
謹
と
な
っ
た
。
平
稼
一
を
も
っ
て
し
て
も
沼
保
金
計
の
独
立
採
一
〈
昨
年
は
一
童
話
)
を
加
え
た

昭和40年 9J3 15臼

同
一
民
生
部
保
険
年
金
課
は
、
九
月
一
門
口
に
四
十
年
度
国
民
館
際
保
画

型
険
税
の
正
式
税
額
事
決
定
、
沼
田
開
加
入
者
に
対
ず
あ
決
定
通
知
欝
一
甲

田
一
の
鹿
布
を
は
ひ
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
廷
式
税
額
者
晶
劃
定
す
る
の
は
一
回

甲
一
毎
年
。
抑
制
で
す
が
、
今
年
度
は
こ
れ
と
向
時
に
平
均
一
一
一
O
計
の
保
一
甲

由
一
険
税
引
き
上
げ
措
闘
が
察
簡
を
克
一
、
沼
月
に
行
な
っ
た
暫
定
課
税
一
回

一
ロ
額
と
の
差
は
、
例
年
よ
h
J大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
回

毘
難
続
く
国
保
財
政

(3) 

額
を
下
ま
わ
る
蔚
得
者
に
は
問
問
O
V
引

「

の
減
額
を
行
な
っ
た

o

V

2
、

謀

説

嗣

限

度

額

を

従

来

の

出

掛

万

か

ら

「

品

市

五

万

円

に

山

引

き

上

げ

た

。

一

匂

3
、
革
自
民
中
途
に
世
帯
主
以
外
の
被
保
一

L
Fノ

検

者

が

社

会

保

険

や

転

出

に

よ

っ

て

一

乙

炉

、

脱
退
し
た
ば
あ
い
で
も
税
額
の
章
一
塁
協
会
義
的
函
連
ポ
ス
タ
ー
三
量
一
一
百
安
部
予
選
宅
吋
い
ま
し
た
o
一
鶴
見
書
体
育
館
@
マ
九
月
ニ

書
わ
な
い
し
」

εに
な
っ
匂
ま
た
一
ン
ク
ー
ル
に
は
、
富
市
内
小
学
生
え
と
の
襲
、
持
λ
町
内
誌
が
神
奈
川
一
喜
一
宍
ス
ケ
ッ
ト
ポ
!

中
途
に
よ
る
喜
四
闘
の
増
加
の
喜
一
高
校
生
霊
ハ
十
八
荷
量
が
あ
り
一
回
R

コ
ン
ク
ー
ル
に
侵
害
れ
ま
し
た
ο
一
権
大
会
参
加
苦
チ

iム

門
小
苧
鎮
の
部
一
日
お
お
つ
ま
ζ
と
(
一
九
万
ニ
T
穴
目
的
問
、
マ
十

出
掛
世
帯
小
一
年
)
桜
山
市
買
搾
‘
(
袋
哲
一
全
日
本
総
合
同
習
す
パ
レ
i
ポ

小
ニ
年
)
ぷ
守
持
瞥
(
祭
器
山
小
ニ
一
嘉
(
六
人
旬
、
マ
十
月
十

年
)
.
っ
ち
ゃ
み
そ
の
(
溜
中
東
小
一
重
雲
、
平
月
十
富
市

二
年
)
邸
中
耕
太
郎
〈
喜
小
一
一
き
一
レ
l
ポ
i
握
手
権
大
会
先
A

中
一
出
寿
(
富
士
見
小
口
一
年
V

、
山
一
遡
須
賀
公
飽
野
間
同
岬
?
マ
毎
日
隅

下
主
腹
手
〔
慰
問
欝
小
四
年
)
、
申
村
一
利
回
十
年
度
秋
撃
野
球
穴
会
、

康
子
(
警
小
撃
て
松
波
警
一
豊
隣
室
事
・
マ
九
月
年

(
袋
持
小
五
年
d

山
本
寧
(
富
士
一
湖
南
地
d
m
柔
道
師
師
会
界
段
試
合

毘公
λ
年
)
一
扇
町
組
問
臨
時
鵬
旗
揚
・
マ
九
月
二
玄
ハ

門

塁

誇

盟

主

事

喜

一

奈

川

喜

重

球

連

盟

一

重

量
一
一
年
〉
、
宮
城
信
子
(
何
一
一
一
一
年
〉
一
念
大
会
議
喜
子
)
、
マ
十
一

震
え
つ
乎
(
河
孟
て
野
よ
啓
一
目
前
向
、
平
手
日
県
民
総

Z
2
5、
手
塚
笑
字
(
開
ニ
一
穆
究
会
跨
球
大
会
‘
平
月
十

5
2
鮪
姦
中
子
(
何
一
一
年
行
事
一
一
時
高
校
@
大
学
壮
年
男
子
-

賀
利
子
(
間
二
年
)
小
椋
妙
(
問
一
、
回
対
抗
援
球
大
会
。

一
空
軍
撃
(
将
一
一
ぎ
‘
音
そ
の
他
の
議
・
マ
九
月
ニ
ナ

ホ
幹
務
(
早
車
検
問
縦
一
一
年
)
一
事
話
料
講
習
会
信
堅

1
弓
核
抑
略
1
一
館
開
鱗
体
操
犠
て
ム
十
月
十
E
r
v

震
総
合
体
湾
大
会
円
誤
認
叩
学
段
)

お
お
っ

の

時
間
文
明
の
mm
途
削
、
人
一
聞

の
日
常
生
活
か
ら
身
体
&
電
動

か
す
こ
と
を
奪
い
、
縫
弱
者
.

奨
曾
肥
満
者
、
ノ
イ
g
iゼ

患
者
な
ど
を
ふ
や
し
た
ゴ
れ

ほ
‘
大
柄
拘
震
の
共
通
の
踊

み
と
な
づ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
・
品
少
〈
こ
と
は
、
手
足
の

退
勧
だ
け
で
な
〈
‘
体
の
移

動
、
動
時
に
可
れ
て
全
身
を

官
射
的
に
動
か
す
手
近
か
な

保
健
手
段
だ
.
-
e
k
う
か
ら

一
沼
一
万
歩
を
箇
慨
に
歩

け
歩
け
退
勤
を
ゐ
な
た
も
お

ほ
た
め
〈
だ
き
い
.
勢
渇
の

人
M
V

姿
勢
を
蕊
し
〈
一
方
歩

を
歩
〈
と
‘
。
，
《
り
で
殉

狙
キ
ロ
、
女
三
・
五
キ
ロ
、

普
通
に
歩
い
て
男
五
e
担

F

U
.

女
四
・
八
キ
ロ
、
大
ま

た
に
急
い
で
努
七
・
一
キ
ロ

女
六
・
五
キ
ロ
と
い
わ
れ
る
e

な
ど

函

連

ポ

ス

空

!

県

審

査

へ

世界平和を平蔵{ζ訴える・目。国連ポスターλ選作品



(4) 

興
会
部
制
H
9年
明
酬
は
、
疫
体
み
中
数
次
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
街
頭
補
導
、
(
殺
の
バ
ト
ロ

ー
ル
〉
に
つ
い
て
、
織
的
時
参
加
者
の
癌
談
会
な
ど
を
行
な
っ
て
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
そ
の
結
線
号
時
世
話
次
の
と
お
D
発
語
、
開
問
時
に
「
管
少
年
の
健
全
湾
成
は
市
民
全
体
の
協

力
が
な
く
て
ほ
連
成
で
き
な
い
、
家
滋
、
総
溺
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
人
ぜ
ん
ぷ
割
注
滋
し
あ
ヨ
福
田

朝
刊
と
関
心
が
の
ぞ
ま
れ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
発
送
間
宿
泊
由
次
の
と
お
D
i
p

く

第 167若手

言語 2翻平顕五か年豊富主語大会ぢ窃霊霊童聾をとげた訟原鎗区

チーム……このま霊星野滋をもって務浅レフ大会のおに

グランドを 1重富士出滋漢の部緩!ここたえるという〔

〈害事3喜重要事便物認可〉

乙
と
し
の
麓
深
4
4
中
に
お
け
る
少
年

時
間
瀦
総
数
は
四
百
一
一
一
十
四
名
に
の
ぼ
っ

た
。
補
導
の
対
象
吉
な
っ
た
行
為
で
は

閥
抗
慰
が
も
っ
と
も
多
く
一
一
百
三
十
五
件

で
全
体
の
五
回
析
を
い
向
め
、
次
い
で
一
深

夜
外
出
感
十
九
件
、
飲
溜
間
間
十
一
一
件
、

米
一
線
認
性
交
友
一
一
一
十
一
件
、
け
ん
か
九

件
、
不
鰭
金
娯
楽
七
件
な
ど
の
綴
で
あ

った
to
こ
の
う
ち
ヱ
国
間
が
ご
蜜
主
主
ハ

入
〈
五
九
%
〉
潟
校
生
引
が
五
十
八
人
、

隠
居
長
部
四
十
一
入
、
中
学
生
が
一
一
十

九
人
で
あ
っ
勾

も
っ
と
も
多
か
っ
た
欽
溺
、
喫
間
期
は

一
一
十
才
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
o
少
年

が
お
ふ
訟
ひ
た
感
ひ
を
だ
す
た
め
に
試

み
た
が
る
備
が
多
い
が
、
か
ら
だ
に
及

ぼ
ナ
一
影
師
輔
の
ほ
か
に
、
非
行
ル
仰
の
糸
口

と
な

D
や
ナ
い
。
お
と
な
の
澄
採
で
、

先
制
醐
絡
の
人
た
ち
が
仕
込
ん
で
い
く
事

実
は
み
の
が
せ
な
い
点
だ
お
と
な
の

深
い
反
省
守
め
ぞ
&
た
い
。
喫
茶
底
、

ヂ
パ
i
ト
、
税
制
幽
館
な
だ
に
「
醐
関
心
年

に
た
ば
暴
売
ら
な
い
」

L
う
努
舎

の
P
殺
た
い
。

割
問
少
年
め
深
夜
長
山
刷
、
盛
り
場
は
い

か
い
、
遊
技
畿
泌
入
D
、
不
健
全
娯
楽

耐
用
条
例
で
禁
止
し
て
い
る
。

く持く九

ぉ、

に
い
る
ケ
ー
ス
が
尽
に
つ
く
が
注
援
を

察
ナ
る
。
世
間
者
が
ゆ
る
し
た
か
ら
で
な

く
、
子
ど
も
に
創
出
串
心
、
怠
灘
、
不
良

佑
な
ど
を
繕
え
つ
け
る
所
へ
は
子
ど
も
一
近
で
女
性
に
対
す
る
い
た
ず
ら
が
多
い

を
近
ず
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
ポ
1
リ
否
認
す
べ
き
考

ン
グ
境
、
ア
イ
ス
弐
ケ
i
ト
場
な
ど
全
必
要
以
み
の
金
議
事
篭
っ
て
む
だ
使

の
と
乙
ろ
問
題
は
鶴
っ
て
い
な
い
。
ポ
一
い
を
し
て
い
る
晶
叫
が
気
受
け
ら
れ
る
。

i
ロ
ン
グ
懇
で
午
後
十
時
ま
で
と
入
将
一
小
学
生
が
大
金
を
持
っ
て
デ
パ
ー
ト
の

に
翠
訴
し
て
く
れ
た

vp}H枯渇
D
が
た
一
食
堂
品
に
た
む
ろ
し
て
い
た
D
し
た
。
お

い
。
成
人
娘
婿
壱
ふ
る
脅
少
年
脅
一
時
お
一
小
使
い
に
た
い
す
る
家
滋
で
の
弱
心
を

D
み
か
け
ム
p
l
つ
と
め
て
防
ぐ
べ
き
守
一
時
び
も
ど
し
た
い
。
金
福
よ
り
使
い
方

釣
D
融
制
、
サ
ー
キ
ッ
ト
カ
!
な
p
d
m
一
の
指
揮
に
欠
け
る
。
子
ど
も
ど
5
し
の

行
し
て
い
る
が
金
銭
託
銀
、
不
良
仲
間
出
一
金
銭
の
貸
し
儲
D
や
、
子
ど
も
の
持
ち

づ
く
D
の
寝
床
と
な
る
危
険
も
あ
る
か
一
物
に
誌
を
つ
け
て
使
い
方
を
弱
醐
唱
す
ベ

ら

留

叡

す

べ

き

得

一

き

符

女
の
乎
を
通
い
か
け
た
D
、
待
ち
伏
一
怠
学
や
怠
油
開
も
援
件
に
多
か
っ
た
。

せ
て
か
ら
か
っ
た
D
ず
る
行
為
は
犯
界
一
は
じ
め
は
、
野
外
で
慣
と
な
く
時
績
を

と
し
て
毅
わ
れ
る
。
高
校
強
の
喫
茶
癌
一
つ
ぶ
し
て
い
る
が
、
次
第
に
仲
間
闘
が
で

'つ

、その環境告書をしく網るいものに霊譲事駐車室者霊堂し、 郷ゴとを警芝

つとめよう。

襲撃ヰ匁の君主いっぱい幾重誌で被えられた殺が妻子者潟し開花する

雲寺葉患でもある。設や木を霊堂し、議然の事在者守ることが町を

きれいにする護霊誌に参会話する一歩といえる。

護霊水iこ綴しむき季節だ。衰の滋び場である海浮揚;潟湾.rp..馬入

花氷河ねなiと申告よご若手ないように..
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県
と
熊
下
各
市
、
な
ら
び
に
恕
邸
会
使
開
閉
山
出
反
応
検
査
、
寄
必
虫
卵
検
彦
、
探
検
査
、
血
げ
は

悶
本
対
ガ
ン
協
会
照
安
部
な

εの
共
儲
測
定
、
血
液
型
制
判
定
、
一
般
協
同
出
叫
制
緩
な
ぎ
。
※
法
恕

に
よ
っ
て
、
九
月
い
っ
ぱ
い
「
ガ
ン
鑑
@
間
同
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
関
影
を
受
け
苧
人
は
当
日
起
援
し

出
品
湾
問
」
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
だ
と
ん
き
か
A
厳
食
し
な
い
で
く
る
い
討
}
。
怨
開
閉
胤
反
応

の
月
一
間
行
欝
と
し
て
、
九
月
二
十
六
一
回
検
事
戸
)
寄
生
虫
卵
検
査
を
受
け
る
人
滋
認
伎
を
出
向
訟

に
平
塚
市
出
国
セ
ン
タ
ー
郎
、
、
，

a

A

A

A

二

1
J

の
こ
と
。
便
塁
悪
検

広

場

で

、

ガ

ン

の

総

選

カ

ン

立

一

タ

円

E
1
査
を
コ
け
る
人
翌
日
鮒

顕
検
診
が
行
な
わ
れ
る
の

v

ノ
可
V

々
小
ト
ド
「
丈

E
y
n
H
赤
身
の
魚
と
肉
績
を
た
ベ

舎

は

じ

め

、

九

月

ニ

十

七

号

喝

な

い

で

採

便

の

こ

と

。

践

に

は

神

奈

川

塁

審

セ

ン

タ

ー

前

で

街

頭

検

診

醐

義

務

と

童

書

(

九

社
会
綴
で
一
ガ
ン
対
策
事
宮
古
講
演
戸
}
蓄
率
汚
二
十
七
日
午
後
一
時
3
四
時
一
一
一
十
分
ま
で
霊
市
反

が
予
定
書
れ
て
い
ま
ず
。
町
神
奈
川
県
役
会
憎
聞
社
会
館
務
蛍
)
①
一
講
演
J
H
ン
の

擦
巡
慰
熊
縛
街
嗣
閥
横
臨
時
〈
九
月
二
十
六
思
午
前
十
時
i

発
見
と
対
策
4

ガ
ン
研
付
属
病
問
副
長
問
問
的
利
雄
氏
、

間
同
部
レ
②
暁
劉
砂
押
刈
ン
細
胞
'
と
が
か
え
h
J

進
4

0

な
お
当
包

会
場
で
帥
臨
時
間
相
談
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

(5) 

⑤
銭
湯
裕
や
出
向
か
音
あ
る
獄
の
塀
@
夢
の
み
に
蛍
は
溶
き
ぬ
拡
が
れ
る
夜

石
川
真
砂
流
(
沼
之
宮
〉
の
賂
切
huて
ひ
か
D
号
箆
く

⑥
箆
沢
窓
添
以
(
中
皇
)
、
⑦
小
松
淑
片
倉
功
〈
讃
阪
本
郷
〉

j
j
a

入
選
発
表

l
j

子
〈
代
宮
町
)
石
毒
素
(
横
内
}
⑬
こ
の
感
い
今
日
護
主
主
鼠
い
つ

社
会
教
胃
擦
で
前
箆
文
護
衰
の
部
の
「
引

i
，

m訪
問
鴻
民
選
、
間
⑬
片
倉
其
礁
〈
鐙
州
出
宮
下
〉
O

つ
潮
匂
ふ
翠
の
浜
辺
を
行
け
hu

入
選
作
金
銭
設
し
ま
し
た

φ

今
沼
市
民
一

-
f
d
…
十
八
名
e

一
一
習
九
十
六
句
-
一
石
川
毅
広
氏
選
@
応
募
八
十
右
坦
押
ミ
ツ
ヱ
(
平
塚
誠
一
摺
〉

一
鎚
骸
一

文
芸
記
し
て
は
六
回
扇
の
務
鏡
で
俳
珂
①
間
関
鎚
え
て
背
に
と
っ
ぷ
h
u
E期
目
い
閣
制
一
日
開
閉
名
ム
自
五
十
翠
由
④
セ
ー
ル
ス
の
成
績
ま
だ
泌
が
ら
ぬ
に

短
歌
倉
山
川
栂
込
自
五
十
点
怠
言
二
十
鈴
木
康
久
(
馬
入
〉
②
樋
え
お
へ
し
総
白
に
水
を
引
き
入
皐
や
七
夕
の
一
恕
婆
呂
め
く

六
名
の
市
箆
か
ら
一
寄
せ
ら
れ
、
盛
涜
で
門
野
一
日
こ
の
匂
に
は
即
時
を
愛
す
る
者
れ
て
樋
草
が
う
ま
し
議
と
て
向
か
ひ
樋
口
八
蜜
亨
(
夕
陽
ケ
丘
〉

し
た
o
た
だ
、
今
回
あ
ら
わ
れ
た
鎖
向
の
感
繍
が
こ
め
ム
戸
れ
て
い
る
。
期
間
い
、
て
o
@
病
窓
の
掲
界
隈
ら
れ
て
四
出
雲
の
認
し

と
し
て
、
俳
却
の
広
間
揮
者
が
ふ
え
前
倒
閣
は
、
ま
さ
し
ミ
沼
の
新
鮮
な
色
彩
高
橋
緩
治
〈
沼
村
〉
奔
波
に
乱
れ
て
は
し
る

よ
主
主
の
増
を
示
し
た
の
援
し
悪
し
ん
し
ん
と
撃
を
埋
め
た
の
門
師
む
結
却
の
「
裂
と
ま
ひ
」
は
竹
内
翼
天
平
塚
新
ち

て

川

綴

の

応

時

持

者

が

減

少

し

た

点

、

ま

で

あ

る

。

禦

爽

で

あ

ろ

5
が
議
混
と
し
て
は
い
@
加
燦
た
け
し
(
八
鼠
咲
陀
)
、
⑦
諸

に
あ
れ
日
、
毎
商
品
情
溜
の
人
が
応
間
持
者
の
小
沢
愚
暗
拍
子
ハ
平
塚
)
ナ
る
ο

混
同
組
の
終
っ
た
醤
ぴ
と
安
堵
(
大
神
)
、
⑬
選
議
時
泡
(
平
塚
〉
、

大
半
を
じ
め
る
点
が
あ
げ
ら
れ
、
社
会

mM央
1
拍
手
紙
青
き
四
磁
に
さ

XJ対
績
を
燈
獲
が
コ
ま
し
、
ま
で
で
す
っ
⑩
出
口
キ
ン
〈
平
塚
〉
。
れ
ま
ナ
。

警
刑
制
で
浅
次
回
に
警
ら
に
広
い
く
千
渡
暴
(
平
塚
)
き
b
歌
へ
た
ら
一
警
の
も
の
に
な
っ
一
ー
荻
原
喜
重
@
応
第
五
②
出
雲
閣
叫
え
雲
で
の
事
数
ふ

一
一
間
線
一

範
糊
拙
か
ら
芯
募
者
争
待
た
い
と
し
て
い
窃
ぬ
れ
そ
ヨ
な
宵
笛
吹
く
風
ふ
と
こ
ろ
だ
で
あ
ろ
主
。
と
ま
れ
輝
康
な
仲
間
活
一
十
羽
名
@
九
十
九
骨
浅
m
出掛
H

馬
(
結
水
品
開
)

ま
す
。
入
選
作
次
の
と
お
b
o
敬
称
絡
に
萩
原
ピ
サ
(
平
塚
)
款
と
し
て
揺
し
た
。
①
人
生
の
あ
ゆ
み
換
し
き
靴
の
減
h
J

③
二
法
一
一
歩
翠
銀
総
の
手
の
緩
か
さ

門
受
帥
資
格
一
日
昭
和
百
年
4
月
ワ
自
以
降
に
出
生
し
た
者

(
た
だ
し
数
学
、
額
料
、
技
術
、
工
業
町
教
科
的
受
験
者

広
大
混
同
時
A
身
品
以
降
に
出
生
し
た
き
①
酔
員
普

通
免
許
山
刊
を
持
つ
事
ま
た
は
出
品
ヰ
3
月
出
副
首
ま
で
に
免
許

状
取
得
隠
治
者
mw保
健
捕
者
鶴
岡

門
街
類
受
付
一
日
日
月
間
刊
日
ま
で
に
、

省
出
間
同
和
棋
戦
員
課
‘
繍
眠
、
川
川
崎
、

は
各
市
政
委
、



も
え
な
い
ご
み
は
、
全
地
区
間
月
一
一
回
一
い
に
陵
情
団
し
て
、
:
'

の
劉
で
計
一
極
的
に
収
鋳
尽
が
定
め
て
あ
一
壱
求
め
る
よ
5
に
し
て
い
く
べ
き
有

る
。
同
一
揚
所
へ
何
回
も
と
れ
μ
に
行
け

7
苦
情
多
い
収
察
車
の
汚
水
8

な
い
か
ら
、
持
ち
出
し
に
は
寸
分
気
を
一
お
勝
手
の
ご
み
を
崩
す
〉
姿
]
、
野
山

:

く

ば

っ

て

ほ

し

い

。

収

集

臼

の

皐

朝

か

一

の

踏

に

水

が

た

ま

っ

て

い

予

ι之、収間

一
一
男
塁
部
荷
量
は
、
現
在
、
量
宇
要
量
袋
詰
樋
と
よ
み
収
量
な
一
一
あ
る
い
は
そ
の
前
日
の
午
後
以
外
に
は
一
ま
ら
ミ
ざ
い
汚
水
器
ょ
に
も
れ
、

一
一
ど
一
一
十
一
一
否
皇
官
、
溜
転
手
ご
十
羽
入
、
室
長
六
十
五
人
蓄
麗
し
五
日
六
十
公
一
一
絶
対
に
も
ち
出
ぎ
な
い
き
に
。
菌
一
番
号
品
汚
水
量
語
一
一
戸

一
一
か
ら
七
十
ゾ
台
の
ご
一
品
を
あ
つ
め
、
こ
れ
を
銘
き
す
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
普
通
の
一
一
一

一一

i

一
一
や
援
地
の
指
定
溺
所
に
、
収
集
臼
に
ま
一
情
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
市
民

一
一
ご
み
は
泊
二
一
回
、
中
、
公
市
街
地
で
は
巡
一
一
回
闘
の
定
羽
収
集
問
実
麗
し
て
お

D
、

金

物

・

セ

ト

一

一

一

一

一

一

一

語

草

一

三

習

の

に

、

夜

な

ど

い

と

の

協

力

事

て

改

善

し

た

い

。

義

の

一
一
モ
ノ
・
ガ
ラ
ス
・
灰
な
ど
の
も
え
な
い
ご
み
も
月
一
一
闘
の
計
濁
釣
な
定
日
収
策
金
行
な
っ
て
一
一
一

一

一

一

一

っ

そ

品

い

て

行

っ

て

し

ま

ヨ

入

室

多

い

ま

支

君

主

同

容

整

=

い

ま

す

。

一

一

一
一

二

D
、
そ
の
5
え
、
屑
同
国
さ
ん
が
か
き
ま
一
水
は
け
を
作
る
か
、
よ
く
ご
み
の
水
守

i

清
掃
雪
し
て
は
、
現
在
の
震
に
一
家
の
改
造
や
大
潟
除
、
票
率
入
一
に
い
く
告
に
し
て
い
る
o
大
き
い
ま
一
わ
し
た
そ
子
供
が
い
た
ず
ら
を
し
て
一
宮
、
喜
重
苦
手
し
づ
っ
包

醐
よ
っ
て
ご
み
量
は
ほ
ぼ
務
主
主
主
左
で
多
額
に
正
富
た
ば
あ
い
一
ど
も
え
な
い
芸
と
し
て
出
し
て
い
一
散
乱
喜
、
芸
の
人
霊
感
だ
と
の
一
ん
で
蓄
に
入
れ
て
お
く
さ
に
し
て

醐
い
と
み
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
対
照
的
一
時
書
課
へ
露
濯
を
、
震
収
一
議
室
っ
た
が
、
収
集
作
業
を
さ
ま
一
訴
え
が
怠
件
に
多
一
ほ
し
い
も
の
勾
そ
う

常

、

一

都

市

民

の

関

で

ご

み

の

持

ち

出

一

雲

行

な

う

。

一

斉

る

か

ら

、

ぜ

ひ

つ

つ

し

ん

で

ほ

し

て

収

集

作

業

上

す

れ

ば

汚

水

も

字

、

醐
し
方
窓
れ
次
第
に
収
銭
高
の
支
障
一
長
い
警
持
ち
出
し
は
ご
め
ん
e

一

ぃ

。

一

の

ガ

さ

な

D
つ

焼

却

に

込

便

利

で

処

制

と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
予
言
、
迷
絡
が
あ
れ
ば
題
接

5
4え

な
い
ご
み
裏
目
撃
H

一
つ
あ
る
ο
主

餓

力

は

上

昇

す

る

。

麗

こ

の

傾

向

が

ひ

ろ

ま

れ

ば

、

収

集

力

会

-

麗

グ

駁

P弦
さ
れ
る
ご
み
の

犠
体
の
協
下
巻
問
問
く
お
そ
れ
も
あ
れ
J

、
ま

鰭

間

同

額

8

雪

、

重

語

窓

辺

き

わ

め

て

の

ぞ

ま

し

事

お

そ

芸

重

品

麗
く
な
い
車
線
に
立
寄
登
る
と
し
て
、
市

鰯
民
の
浅
慰
問
強
〈
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

鰭
溝
橋
課
治
、
市
の
続
集
計
踊
と
市
民

翻
の
協
力
的
な
議
再
開
が
あ
い
ま
っ
て
、
は

灘
ひ
め
て
環
境
衛
生
溢
守
ら
れ
る

εし
て

灘
お
hu、
出
国
分
の
ご
み
は
自
分
で
始
末
す

揺
苧
む
掛
け
で
、
ご
み
の
持
ち
出
し
な
ど

欝
を
存
な
っ
て
一
ほ
し
い
と
鼠
え
て
い
ま
す

欝
ム
ツ
¥
に
次
の
点
で
は
さ
ら
に
十
分
な
注

橋
憲
が
必
嬰
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

題
9

縫
木
な
ど
は
・
市
東
に
し
て
6

嬢
最
近
、
も
え
な
い
ご
み
の
持
ち
出
し

輯
場
所
に
、
も
え
る
物
が
た
く
さ
ん
出
て

醸
い
予
4
2に
な
っ
た
。
事
え
る
物
は
、

藤
週
一
割
安
霊
祭
実
に
出
宮
津
』

窟
と
く
に
大
ぎ
な
も
の
は
、
こ
わ
し
て
収

E
集
し
や
す
い
大
き
さ
に
、
長
い
も
の
は

収
集
車
に
は
い
る
長
さ
に
す
る
じ
と
、

厳
木
の
枝
な
ど
は
長
ざ
六
十
句
、
題
径

二
十

HJ%下
の
小
策
に
し
な
い
〉
混
っ

か
え
な
い
。

。
問
問
時
収
療
に
も
ま
い
り
ま
す
e
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隠し明白会手掛求拐D~
持ち出しの乱れひろまる傾向

家庭と市の'協力でふせごう

家同機 U I 縫 区 名

l 包 上'l'場I(，Olltli町省覧会鎚町、優'"'1、中単

2 暢実上限之官

3 ，.旭ケ丘、.，底抗台

4 準虜f，-Ni;.j挙札.t.!Jllr

Z 念[lJ色調【

2 I A!! Ja (l乏
火トー

3 

~I 予 見 S夜、守桜 4!K.3lK，柳町、商仲町

12 洛一日iふ泌1óI(~j近

水トー→一一一一一一一一一一一一
31.U:入会城、~f.J!nセ 5役所北側}

4 平語ih:r.112t元警松ケム抵ケ放出銭l'tl.tf.北側

1 桃 if~灯、 ~i:t<(!iI余地区

本 ιぽ竺f竺ヨ主主
3I'1'lJ;!.J!ol島忠仁

， l'ド舷2比司"手8ぱ

1 詰九戸副会隣f H叫副雨、袋町棚制

金己盟空TP15m号、八緒川、 IVJ.fIJII.r.JJfN'

3 I ~~向結晶辺一彩、 -lWJ1会川辺穆(五正 IJft.高締
' 男円

4 立好関fJtk<

111.1lt仇;.神地ば

2 金 UJ.ぇ

xト一一十一一一一一
盤凶地<

4 

調
明
立
家
事
サ
ー
ビ
ス
聯
繋
別
離
問
問
(

横
浜
市
陸
信
紅
梨
ケ
丘
〉
で
家
事
サ
i

ど
ヌ
四
十
名
‘
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
十
名

的
都
綴
佳
品
官
努
策
し
て
い
ま
す
。
中
高

革
h
y
時
人
壱
対
裂
に
家
事
的
な
覇
業

に
必
要
な
技
能
ル
知
級
争
鍛
え
て
く
れ

ま
す
。

マ
問
問
務
・
飽
全
な
掛
入
で
、
官
手
失
業

対
策
事
業
紹
介
対
叡
者
と
一
一
一
十
銭
以

上
の
す
子
求
職
者
。

マ
節
制
押
e
九
月
一
一
十
四
百
ま
で
に
、
公

共
磁
襲
安
定
所
へ

一…，._

大
島
母
親
タ
一
ア
プ
(
会
長
門
愈
扇

子
さ
ん
)
の
品
か
あ
さ
ん
た
ち
は
、

八
月
六
日
間
地
区
の
十
翰
寺
境
内
に

仕
事
の
休
み
を
利
倒
し
て
あ
つ
ま
D

自
己
負
燈
互
部
路
負
担
に
よ
っ
て
隠

っ
た
材
糾
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
受
逝
似
示
根
三
十
本
を
つ
く
D
、

各
戸
の
門
の
内
側
と
道
路
の
琵
琶
点

に
た
て
ま
し
た
。

激
し
さ
を
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る
自
動
車
炎
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車
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て

く
る
よ
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ふ
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れ
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ま
す
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城
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泌
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ま
し
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か
あ
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ん
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守
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た
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市
板
づ
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。
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れ
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し
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自

動
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腫
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す
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も
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に
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を
深
め
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ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
の
に
カ
を
か
L
て
く
だ
ざ
い
。

な
ど
も

ひととぴ空を3000A
ふしぎな術で惑者たちをやっつける孫悟空/

今月は総天然色長篇マンガ西遊記の上映です。
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表
現
で
き
な
い
子
帥
一
一
時

畿
緩
議
綴
綴
離
鱒
布
教
湾
夜
に
容
主
事
白
骨
抽
酬
の
よ
号

線
瑞
議
問
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際
線
研
閥
抗
原

鱗
臨
糠
酔
機
縁
線
豊
富
に
、
自
分
で
は
金
く
時
間
づ
か
ず
、

j
i
-
-
i
j
i
l
-
-
と
び
起
き
て
‘
=
一
十
分
以
上
主

綴
串
一
明
、
扱
っ
た
畏
例
か
ら

告
わ
め
く
の
で
す
。
昼
間
は
、
協

第
一
一
回
函
擦
・
次
々
と
質
問
問
し
て

的
人
か
ら
と
り
入
れ
だ
脅
え
方
だ

く
る

i
tひ
と
つ
の
質
問
問
ぞ
耕
え
け
で
臨
動
い
て
い
て
‘
患
分
の
気
持

ー
て
は
「
フ
l
」
と
た
め
い
さ
を
つ
を
見
つ
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
動
く

く
。
緊
張
し
き
っ
て
い
る
。
償
問
と
と
、
自
分
間
感
槽
亭
設
現
ず
る

を
く
り
か
え
す
と
と
ぞ
し
か
そ
れ
と
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の

亭
あ
ら
わ
せ
な
い
よ
う
。
で
す
。
は
く
ぜ
ん
と
し
た
不
安
が

第
一
一
一
間
一
・
ピ
ス
ト
ル
を
と
的
「
場
心
的
中
に
い
っ
ぱ
い
つ
ま
り
.
そ

の
乎
が

?hvも
の
で
し
ょ
」
と
い
れ
亭
舛
に
出
そ
弓
、
と
す
る
と
「

ぃ
、
す
ぐ
に
鐙
く
o
ピ
ス
ト
ル
は
そ
う
い
司
の
は
懇
い
乎
」
と
い
う

開
討
の
予
の
遊
び
、
ず
の
子
は
お
と
気
持
が
お
さ
見
つ
け
る
の
で
す
。

な

し

く

し

て

い

る

べ

き

!

そ

し

て

夜

、

医

分

の

だ
‘
と
い
う
よ
ろ
な
裂
、
制
初
制
縦
訓
噂
全
く
知
ら
な
い
降
、

に
は
ま
っ
立
場
え
に
し

T
例
制
約
斜
潟
羽
賀
任
の
な
い
時
に
だ

ぱ
ら
れ
て
い
る
。
猶
寄
ゆ
.
明
鎖
銅
例
制
け
し
か
自
分
亭
お
ら

第
五
号
「
懇
話
だ
観
主
首
都
弘
わ
せ
な
い
の
で
す
。

け
ど
や
っ
包
ゃ
う
」
と
暖
欝
態
欝
翻
観
糠
噌
筒
被
場
関
で
自
分
の

園

田

に

か

か

っ

て

い

る

絵

気

持

帯

ど

の

よ

h

つ
に

亭
ぎ
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ト
ん
で
う
つ
「
0
0ち
ゃ
製
幅
制
し
て
も
受
ワ
〈
れ
で
も

b
え

ん
の
撃
っ
ち
ゃ
う
」
と
攻
撃
の
然
る
こ
と
が
わ
か
担
、
あ
ら
わ
せ
る

慌
が
合
い
、
そ
れ
世
話
作
に
あ
ら
よ
う
に
な
っ
て
来
た
一
一
一
5
四
回
国

わ
せ
石
よ
w

つ

に

な

る

。

に

は

夜

中

に

鵡

曹

る
ζ
と
も
な
く

第
十
回
・
指
人
形
亭
使
っ
て
、
あ
な
っ
て
来
ま
し
た
。

る
い
は
、
首
衆
で
、
感
婦
を
割
高
嶺
自
分
「
気
持
芳
見
つ
め
る
こ
と

し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
宇
あ
り
の
ま
ま
に
茨
混
ず
る

×

と

と

が

‘

人

胞

の

評

在

‘

成

長

に

と
の
乎
は
成
紋
の
よ
い
、
お
と
と
っ
て
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
、

な
し
い
子
で
‘
学
校
で
は
消
極
的
脅
え
さ
せ
ら
れ
た
事
例
で
す
。

だ

と

い

わ

れ

て

い

ま

す
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(7) 

混合第3悶良

衛生課は、 8月の童書 1菌、 9月の

鍔 2酒に弓lきつづき、百日ぜきとジ

フチジヤ的混合予防夜間鍔日間闘を

草壁闘します。滋滋兜は母ヂ明鰻持訟

の「えおil:i:くの会議ト。無線です。

餓該当1尼
※重苦 1期・昭和39年11月 1日-40年

4.Fl30日までに生れた乎と、往復

1度もζ的被砲を受けていない子

(今宙3国持曙〉

※第2鍛・沼和38年 11司!日-39年
4月初日までに生れた乎で、昨年

秋に錦1鍛 3留め俊1'Il1e完了して

いる子〈今回 I回の按種でよい〕

※箆3期・昭和34年 4.Fl2日-35年
4同!日までに生れた子で、来年

度入噌予定的者

蟻巡回自種・"・“

10月8日.減高'JY'f技館国公民館

I建的公民館

9日 1日公民宮官官If!'J哩jf!疫
11日金目d中校土医ノj司会佼

12日金回公民鐙富士見公民
館

13日花水公民館八糖公民館

14E! *'1'回公民館事実智公民館

15日路約台諮2宜揚紙際公民
館

l' 18日中原公民館!日四之宮公

民 館

閣待問・減島、盤回、間帯、宮沢、

土屋、金田町5会場は午後2符 -3 
符乱で、他の会場は午後 i持部分イ

3跨まで。

2金. .土 j
: El: :沢j

R宅門主百円

詩書室
0) t....t ;也 ..... 
総マ殴マ
告主霊華
官官マ歳

鵠22
地民)暫

に縮会

予関連射巡盟

10月 14臼 須王室公民館

" 15日松際公民館
l' 19日花木公民館

l' 20E! 見附台鼠滋揚

l' 21日 富士見公民館

翻時間・各会掃とも、午後2持~午

傍 3締まで。

3才児、健康診査

衛生課では、 9月から10月にか付

て 3*憾の健康診迭を行ないまず。

該当脚立、母子手緩を持拳の号えお

i尽く町会場~つれください。
露巡邸日程一一

9月21日-22自 主富士兜公民錆

1" 24日-25日須賀公民鎗

l' 27日-28日中原公民鰭

p 29日 松際公民鰭

? 30日-10お!日花水公民館

10.Fl4日 I百四之宮公民館

ク 5自-7目 見附台武議場

躍該当!庖・昭和36年 7.Fl1E!-37年
5月30日までに生れた子。

E霊阪会で・・・

築El.l血反検診

玄再開問底部会的::t:鐙で、集部出EE
検診が泌翻韓加されます。 40才から

64才までの人を対象》こするもfコで鍋
焼ですoおil:i:くの会場へとうぞ・....

麹i盟関白穆・…

10.Fl8日旭公民鰭

l' 11日八橋公民館

グ 12日 中頭公民館

p 13白神田公民館

9
9
9
 
9
9
9
 

濁宮島28E1(火)・夕陽ケ丘母子寮・

漁業協同組合、須賀公弐銭、消妨医

5分間庁舎(馬入)。

麗輔掻畿百事法遁蕗密言語陸離語講鶴華輔語調強輯怒櫨恕摺

欝号月29悶{水}・ :(t水公民銭、 :(E水

会館、海岸公民館、諏訪町会結、富

士見公民館。

融輯離畢鶴雄筆醐E高轟轟寵醒糊~騨曜輯額融

麗題櫨萄蹟躍護蒲華麗藩錨i臨者瀞滋謹猛藩苦護輯趨富踊

圏縛問・午前 9時30分~午後4時。

納税措市内書量瀦機関で耳ill)扱います。

輔薗輯箆艶磁器購覇魁接融醐霊童組輔副輯麗掴

あなたのた め の 相 談 室 で す 。 お気がるにご利用ください。

欄観芳雄などの お開い合わせi志、各所管霊祭主小党構霊祭工広報部へ(22)1700一概}

車車豪躍!悪童朝議

{税務部収納課)

書1
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下
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は
心
待
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し
て
い
た

も
の
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が
、
今
後
、

C
め
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の
炎

遜
盤
弘
白
鶴
車
を
中
心
に
M
d
揃唱す

る
と
と
語
録
予
翻
さ
れ
る
。
と

の
節
織
の
震
滋
以
北
は
唾
す
べ
て

の
発
に
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滋
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か
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い
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滋
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滋
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岬
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ぢ
路
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塚
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使
濁
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制
穏
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検
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C
の
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路
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ニ
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叡
積
子
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4
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公
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よ
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す
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な
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花
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路
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炎
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地
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ぞ
安
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に
緩
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せ
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た
め
脅
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紫
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お
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時
四
越
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す
。門

民
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昭和 40年 2月15日
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場
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と
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け
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た
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輯
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受
信

潟
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、
新
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野
間
同
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り
付
行
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開
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路
新
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取
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た
た
め
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受
信
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お
け

な
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な
的
、
一
時
的
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去
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ま
し

た
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四
十
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時
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岡
地
点
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張
所
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す
る
計
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で
す
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そ
の
田
町
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ら
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iloに荒れ累てていた。

l あるとき円光忠古開張思議な拶

i壱みた。白衣の;神でおとそかに

務葺襲撃事鶴 岡う綴ったo r自分は耕輔日
iよぷ石町紳である。はるかなむ

平塚市峨島町地は告の北簡に jかしζ 的地に持隠し畿度びか務

あたり一部段援をもっているが j潟を額わしてきたのであるが、

他はすべて低麓水田地帯でその:i:さきに輿淵寺町惣立にあた明書務

簡にいくつカ明築時が保設して j思擦な玄人のために地中探〈滋

いる。 ζ とは向く串ケ援と溜朝;;め去られてし哲った。そのため

怒れていただけに掲模JIIと去}II!いくたびか鑓奇密行った持活つ

の汎緩原にやや高い地が島知よ{ば均気付ド亡くれぬoCの皆皆

号に害復していたらしい。大島 j欲還される止箆署警はぎらに殻し

・小鍋島・下島などの地名か明 i<なるだろ'50 よって乾{いぬ
膨にそれを物紹っている。また!ゐ〕に.I:t股ずる桟の下骨求めて

ζ的織に湾海(とが)町渡跡と!揖媒却を鑓昭総され.-1.0 淫すれ

いう議名もああから島と高との;は以後の串穏腐るべからず， J 
簡を流れあ111を舟渡しした時代iそこで指示0)，由を撮りさげた

もあったのである。，とζ ろついぞとの附近にみか付

そんなわ句司、ら普段との織の;由港お1銀を箆認した。以来館

あちとちfì:':~あきな瀬沼ーという;騨は会く絶えたと伝えている。
よりもi'.5溜のよそうなも叫が額引内泌思ほとのー識をつねに害総

ていたのである。 iカに続いて獲緩戸やまなかったの

4唱輔勝二 rc主主み島j又は rlでそ明死後は奥湾総tこかざって

と段め潜j向転鍬で大1)¥0コ7.1<溜 j議事事に代えた。
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住んでいた。その主流はず校で j年}畠月初日 1丹日殺にちかい高
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といSうがその絡めとと品主さっぱ j 以上め豊富は興謝寺普舟設展獄事提

唱た油、らないo !宛書冊が霊草者。J間に対して答えら

ζ の官官主古事罰謡となって古池 iれた路軍軍によったものである。
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人 口 総 数 ・

世帯総数・

市域蕗積・

人 口 寄 度 ・

前丹土と世帯劉 -

n 11 人口増 包

市街地・ 75，939人(18，849)

大野地震・ 29，705人 (6，7OS)

旭地主主札769人(1.559)

神田地区・ 6，1l9人 (1，508)

城島地区.1.941人・ (361)

金沼地区.2，597人 (566) 

土沢地区.3，772人 て614)
問時地区. 1，591人 (287) 

金目地区・ 4，田2人 (790) 
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